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即 ち本病原細菌は著しくこれ等の細菌 と異 るものなることを知れ り。

(ハ)本 菌の特性'

本菌は人工培養基就中含糖培養基上に紅色素 を生 じ液髄培養基に特有の蝋質の被膜 を形成

す る特性あ り,本菌の示す呼禾孚数はB瓢2聡2223932に して種名は更に後 日の研究に譲る。

人 の 染 色 腔 研 究 の 現 況

小 出 準 二

細胞分裂に際 しτ現はれる染色艘の鐸目に就いて注意せ られ 始めたのは漸 く1870年 代の

ことで,染 色体(ahr�xrR_s.,ira,e)といみ名稻はisss年 に猫のWaldeyerに よつて與へ られたの

であるが,両 來器械及び技術の進歩と,一 方には遺傳學上重要な 器官であることが知 られて

より,その研究盛んになつて,動 植物を通 じて既に今 日迄に研究 された 穣類は實に彩 しい数

に上 り,一時は染色盟の研突といふことが 學界の興味の中心 となつた観があつた。今 日に於

ては然 し最早大分下火ヒなっでゐるや うではあるが 未だ尚命脈 を保つてゐるのであつて,現

に昨1923年 に於ては吾々人間¢)染色髄に關 しても,本 報としてr1表 された重要な 二論3Cが



あつた。その0は 米のPAINTERの 白人及び黒人に就い ての研究であ り(T,S.PAINTEr,Studies

in・mammalian spermatogenesis of man Jour Exp Zool vol 37 no 3),

その二は我國の小熊木原二氏の 日本人に就いての研究である(K.Oguma et H.Kihara,Etudes chramasomes chez l'h mme Arch Biol,t.33

)。この二研究は共に人の染色腫に就いての最

薪の智識を吾々に提供するものであつて,之 によつて その研究の現況を知ることが出來るの

であるか ら,以 下少しくその内容によって述べや うと思ふ。

人の染色体 の研究は非常に古 く着手され両來近年に黍る迄すい分多 くの人々によつて繰返

されてゐることは掲げた表で見 らる玉如 くである。しか も未だ最後の 一致を見ない状態 なの

である。

何故に今 日に至 るもなほ未だ最後D-・致に到tせ ざるかに就いては軽 々しく判噺 を下せな

いけれども,岡 定及び その後の操作が中々難しいといふことは その一原因であらう。叉,材

料の如何には勿論 よることであつて,Painterは 染色体全数47或 は48と いふ数を得てゐる

以外の研究は皆不良の材料を用 ゐたが爲めであつて取るに足 る贋値なしというてゐる。暫 く

之を信するとすれば,債 値のある研究はその激まことに少ないといはねばならない。

元來温血動物の組織の細胞學的固定は遊だ困難とされてゐたのであるが,近 來は甚だうま

く行 く方法が段々研究されて,PAエNTERは その最 も改良せ られた方法を用ゐて域功して居 り,

小熊木原は氏等i概特D方 法 といふCArnoy並 にFlemming両 液の組合せによつて美事な結果

を得てゐる。両者の材糾たる睾丸は,共 に手術室に於て得て直に固定してゐる。故に両者は

最 も新鮮なる材料を最善の 方法で慶理 してゐるものといぶべきであるが,結 果に於て大艦D

一致は得てゐるけれ ども,大 切な所で互に異つてゐるのである。

染色艦の数といふものは,生 物の 種によつて夫々一定せるものであることは,古 くよ り知

られてゐることであるが,人 の場合では表で見 らるL通 り,早い頃の 研究では結果が可成 り

区々である。 それ等では皆白人が材料であるが,そ の後GuyerとMontgomeryが 黒入に於

て共に一致 した数を出 した1)で,白 入に於 る一定数 を確かめ更に人極間の染色膿敏乃相違の

有無を見る爲めの18].7年 のWiemanの 研究では,白 人も黒人も染色体数 は同一であつて人

種は生物婁上の 種ではないことが 細胞學上から示されたわけだが,小 熊木 京によっては,さ

きに7.913Winiwarterに よつて数へ られた白人に於る数が,日本人と同一であることが明

かにされ・1'ezxTtcztによつては・更にその数が墨人 とも同vで あることが分 り・漸 く之Lに 人

の染色艦敢がほΨ確かわら弓 Σと同時に・黒白黄各人鍾間ρ 染色体 鍛も同ヅであるとせらる

きに至つた弐第で夢蚤魁 .しかレまだ,鶩}こか凶Q塑3大 鰻g学 融 を見たるそQ数 が,男 に
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於て一個の相違を有してゐるのであつて,PAINTERはEVANESと 一致 して48,小 熊木原はWINI-Warter

と一致 して47と いふてゐるのである。

性 を決定ずるといはるL姓 染色艦が入にも存在するといふことは,表 に見 る如 く1910年 の

Guyer以来・x性 染色髄あ りと唱へる人 と,1817年 のwieman以 來ゴ性染色膿はXの 外に



Yあ りと唱へる人 とあるが,PAINTerと 小熊木原はこの雨読 を代表 してゐて,PAINTERは 明か

にYの 存在を見 てゐるけれども,小 熊木原はYを 獲見 して居 らない。且 叉,前 者のxと

後者のxと は同一でな く各々別の染色体 を指して居 る。 日本人が黒白人 と異ふわけであら

うか。圖の 工及びIIはPAINTerの,IIIは 小熊木原の示せる圖で,染色膿を大 さによつて配

列 した ものであるが,こ れを見るとこの相違の勲が よく分る。

これ等は何れも精原細胞に於 るもので,縮虫 には各圖の中央 より縦に両分された半分 が入

るのであるか ら,一 方の説 に從へば,精 轟にはXを 右 するものとYを 有する もの との二

租ある事 とな り,他の 読に從へぱxを 布するものと何等の性染色髄を有せぬ もの との二種



あること、なる。 今か りにXを 有する精虫 をAで 表はし,Yを 有するものをBで 表は

し,何 れを も有せぬ ものをcで 表はすと,人 の性の決定は下の如 き式で表はす事が出來る。

普通染色髄鐵は各精轟及び卵共23個 である。卵は皆xを 一個有 してゐるのである。

PAI㎜ERで は ♀=卵 十A,♂=卵 十B.

小 熊 木 原 で は ♀ 笥 卵 十A,a卵 十 〇.

以上は軍に人の染色髄の数並びに 性染色体 に就Nて,形 態學上現在到灘したる智識の概略

に過ぎないが,全 数が47乃 至48とい ふことは,も はや動かすべか らざる事實である如 くで

ある。た 讐tTの 存在如何と,Xの 確定 といふ二鮎は 依然残されてゐる問題で,從 つてこの

研究にはまだ蝕地ありて完成の域に今一歩といふ状況に置かれてゐると思はる曳のである。

Yの 存在は人の遺傳學上の事實か らも有力に債値付けられ ること距 閏來るといふこともあ

り,ra・NTERは また薪奮両 蝕界の猿の或種に就いても染色体の研究をすでに完成して,共 にY

の存在を稜見 してゐるが,と まれこの問題 は その決着までには今少しく曲折 を見なければな

るまいと思はる、のである。


